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11 月の中央行動にむけて、 

署名を急いでください！！ 
 

「看護師の業務拡大」問題は、「税と社会保障の一体改革」に

組み込まれており、診療の補助を拡大する保助看法「改正」法

案は、「医療法等の一部を改正する法案」の一つとして 14年通

常国会に提出される見込みです。規制改革会議では、看護師の

業務拡大を重点項目に位置付けています。 

 安倍政権は、社会保障大改悪の「プログラム法案」を 10 月

15 日からの臨時国会に提出するとしています。「特定看護師」

の問題は、国会議員にもほとんど知られていません。特定行為

を「診療の補助」に拡大する法改正に反対する請願署名は、11 月 13～14 日の中央行動で

国会議員に要請し、国会に提出します。改悪法案を上程させないために、署名を急いで集

約して送ってください。 

（署名はホームページからもダウンロードできます→http://irouren.or.jp/） 

 

 

 
 
 
 

 
「ブラック企業も真っ青な労働環境で働くことを強いられる看護師たち、追
い打ちをかけるのが規制緩和による「業務拡大問題」だ。医療現場から悲鳴
の声があがっている・・・私たち患者に“安心の医療”が届かなくなる危険
性を孕む」（本文より） 
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「大反響『日本が壊れていく』シリーズ③」と題して、10月 17日

号（3日発売）の「女性セブン」に看護師の過酷な労働環境、医療現

場の実態や、それに追い打ちをかける「看護師業務の拡大」が取り上

げられました。山田真巳子中央執行委員長や、三浦宜子書記次長、労

働経済ジャーナリストの小林美希さんがインタビューに応え、「特定

行為を“診療の補助”という名目で、一般の看護師業務を拡大し、看

護師に高いリスクを負わせようとしている。安い人件費で多くの患者

をさばこうとするのは看護師に過酷な労働状態に追い打ちをかけ、医

療の安全性を脅かす」とコメントしました。同誌は「高齢化が進行し、

国が『2025年には看護師 200万人体制が必要』としている一方で、看護師を冷遇し拡充と

は逆行する方向へ舵をきろうとしている」と批判し、「その時の犠牲になるのはほかならぬ

私たち患者である」と締めくくっています。 

 

 

「いのちまもる 10．24 国民集会」のお知らせ 
 

☆スローガン☆ 
憲法をいかし、いのちと人権が大切にされる社会保障の充実を 
いのちの差別は許さない！医療・介護の営利化反対 
医師・看護師・介護職員等を大幅に増やし、地域医療の確保を 
１、日 時２０１３年１０月２４日（木）１２：３０-１６：３０ 
２、会 場  東京「日比谷野外音楽堂」 
３、主催   「いのちまもる 10．24 国民集会」実行委員会 
４、位置づけと目的 
2013 年秋・全国一斉「いのちまもる地域キャラバン行動」の結節

点として、日本医労連の増員闘争運動の全国集会として位置づ

けます。『税と社会保障の一体改革』に基づく社会保障改革が焦

点となる中で、国民のいのちをまもる広範な共同と運動の発展を

めざしましょう。 
６、プログラム 
12:30 文化行事「コント・ザ・ニュースペーパー」 
13:00 集会  

・主催者あいさつ 
・著名人からのエール 「林 修 氏（東進ハイスクール予備校講師）」 
・各党国会議員あいさつ 

13:40 リレートーク 患者団体、ＴＰＰ課題、被災地の課題、現場実態 
14:10 集会アピールシュプレヒコール 
14:40 パレード（銀座コース 110 分、16:30 終了予定） 
７、参加要請 全体 5,000 人 
※ 集会参加にあたっては、看護師は白衣、他職種はユニフォームで参加ください。 


